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株式会社あさ出版（代表取締役：田賀井弘毅、所在地：東京都豊島区）は深沢真太郎著『あらゆる悩み
を自分で解決!因数分解思考』を2022年5月12日(木)に刊行いたします。

「仕事がうまくいかない」「将来、どうすればいいか分からない」「転職できない」
悩みをどうやって解決したらいいか分からない人に、オススメの方法、それが “因数分解思考” です。
悩みを細かく分解して、どこをどうすれば解決できるのかを具体的にする考え方です。

本書は、パンダの惑星で数学を教えているレイレイと、「私、どうしたらいいと思う?」が口癖の主人公・
美咲と一緒に悩みを解決しながら、誰でも簡単に因数分解思考を学ぶことができます。
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あらゆる悩みを自分で解決!

因数分解思考

数学が苦手でも大丈夫！難しい数式は一切出てきません。

売上・上司からの信頼・やる気を因数分解してください
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因数分解思考とは何をすること？

STEP1 構成する要素を明らかにする

STEP2 要素を「＋−×÷」で関連づける

数学の授業で勉強した因数分解。かけ算〔×〕を使って、要素をこれ以上小さくできない状態にする
ことです。同じような考え方で、あらゆる悩みを以下の３STEPで明らかにし、解決していきます。

STEP3 さらに要素を「矢印〔→〕」で関連づける

分ける機能：分解する〔×〕・分類する〔＋〕
比べる機能：大小を示す〔−〕・割合を示す〔÷〕

例：「パンダ」を因数分解してください
（パンダ）＝（かわいい）×（かわいい）

＝（かわいい）２

あらゆる悩みを数式で表現して解決していく

悩みを構成する要素を細かく分解し、明らかにする

STEP１で明らかにした要素を下記の記号で関連づける

STEP2で関連づけた要素に対して、“ゆえに”“したがって”“だから”というように、
因果関係を表現する記号として「矢印〔→〕」で関連づける。

（信頼）＝（信頼を高めるもの）−（信頼を下げるもの）

「上司からの信頼を得る」

＝（仕事の成果）−｛（態度の悪さ）＋（コミュニケーション不足）｝

＝（仕事の成果）−（態度の悪さ）−（コミュニケーション不足）

（信頼）＝（仕事の成果）－（態度の悪さ）－（コミュニケーション不足）

だから

だから

ここを
解決する！

「読書量を増やす」

（読書量）＝（読書する時間）×（読み方）×（選び方）

・（読書する時間）→努力してもあまり効果が見込めない
・（読み方）→読書術の本を買ってコツを摑む
・（選び方）→まずは図解の多い本やマンガを選んでみる

ゆえに
このを２つ
解決する！

解決される！

解決される！

＝｛（プライベートの時間）−（不可欠な時間）｝×｛（流して読む）＋（ちゃんと読む）｝
×｛（文章量が多い）＋（文章量が少ない）｝


